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松
原
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

新
堂「
松
原
の
千
本
桜
」
の
名
所

戦
前
、正
楽
寺
や
松
原
中
学
の
地

今
年
も
桜
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
市

内
で
も
、
天
美
西
の
西に

し
除よ
け
川が
わ
沿
い
今
池
水

み
ら
い
セ
ン
タ
ー
や
柴
垣
の
柴し

ば
籬が

き
住
宅
桜

通
り
な
ど
、
桜
の
名
所
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
戦
前
、
桜
の
名
所
が
新

堂
に
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
場
所
は
、
現

在
の
新
堂
一
丁
目
に
あ
た
り
ま
す
。
戦
後

に
建
て
ら
れ
た
松
原
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

か
ら
、
国
道
三
〇
九
号
線
ま
で
に
至
る
地

域
で
す
。
グ
ラ
ン
ド
北
側
に
水
を
た
た
え

る
更さ

ら

池い
け

沿
い
や
、
今
で
は
松
原
市
医
師
会

や
住
宅
地
が
建
ち
並
ぶ
東
側
の
水
路
沿
い

を
中
心
に
一
面
の
桜
並
木
が
見
事
で
し
た
。

戦
前
、
一
面
の
田
畑
で
あ
っ
た
こ
の

地
に
、
住
宅
の
開
発
計
画
が
持
ち
あ
が

り
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年（
一
九
四
二
）、

大
阪
鉄
道（
現
在
の
近
鉄
）
は
沿
線
の
住

宅
開
発
を
土
地
会
社
と
協
力
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
進
め
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
南
大
阪
線
沿
い
に
は
、
す
で
に
高
見

の
里
や
河
内
天
美
駅
近
く
で
荘
園
が
建
設

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
十
七
年
に
は

汐し
お

の
宮み

や（
河
内
長
野
市
）や
高た

か
鷲わ

し（
羽
曳
野

市
）、
矢
田（
大
阪
市
東
住
吉
区
）
な
ど
と

と
も
に
、
松
原
で
も
住
宅
地
の
建
設
を
計

画
し
た
の
で
す
。

そ
の
地
は
、
河
内
松
原
駅
と
高
見
ノ

里
駅
間
の
南
側
を
占
め
る
広
範
な
面
積

で
、
そ
の
一
画
が
桜
並
木
が
つ
ら
な
る
新

堂
一
丁
目
で
し
た
。
桜
の
名
所
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
土
地
会
社
は「
松
原
の
千
本

桜
」と
か
、「
松
原
桜
荘
園
」と
し
て
売
り
出

そ
う
と
し
ま
し
た
。

上
の
写
真
は
、「
松
原
桜
荘
園
住
宅
地

分
譲
」の
チ
ラ
シ
で
す
。
右
側
は
表
紙
で
、

「
大
鉄
沿
線 

新
名
所
松
原
の
千
本
桜
」
と

う
た
っ
て
い
ま
す
。
発
売
元
は
三
井
土
地

営
業
所
で
、
大
阪
市
港
区
夕ゆ

う
凪な

ぎ
橋ば

し
に
あ
り

ま
し
た
。
水
路
沿
い
に
咲
き
誇
る
桜
並
木

の
前
に
コ
テ
ー
ジ
風
の
住
宅
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。

左
側
は
チ
ラ
シ
の
中
面
で
す
。「
三
井
土

地
松
原
桜
荘
園
経
営
地
図
」「
大
鉄
沿
線
松

原
駅
一
丁
西
南
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
左

上
部
に
は
、
桜
並
木
の
風
景
を
載
せ
、「
経

営
地
桜
荘
園
の
一
部
」
と
紹
介
し
て
い
ま

す
。
中
央
上
部
は
イ
号
か
ら
ホ
号
ま
で
の

区
画
を
示
し
て
い
ま
す
。
東
側
は
当
時
、

松
原
駅
前
に
あ
っ
た
松
原
町
役
場
や
松
原

小
学
校
前
の
西
側
水
路
ま
で
、
西
側
は
高

見
ノ
里
駅
や
河
合
の
大
阪
女
子
薬
科
専
門

学
校（
現
大
阪
薬
科
大
学
、
移
転
後
は
阪

南
大
学
高
校
）
の
東
側
ま
で
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
北
側
は
、
南
大
阪
線
南
側
の
細

長
い
更
池
ま
で
で
す
。
南
側
は
、
現
在
、

松
原
中
学
校
と
背
中
あ
わ
せ
に
建
つ
生
野

高
校
あ
た
り
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

区
画
図
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
右
側
上

に
は
大
阪
女
子
薬
学
専
門
学
校
、
下
に
は

松
原
小
学
校
の
写
真
が
見
ら
れ
ま
す
。
中

央
右
下
に
は
阿
部
野
橋
に
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
に
営
業
を
開
始
し
た
大
鉄
百

貨
店（
現
近
鉄
百
貨
店
）
を
入
れ
、
左
下
に

は
大
鉄
バ
ス（
現
近
鉄
バ
ス
）
が
停
ま
る
河

内
松
原
駅
を
載
せ
て
い
ま
す
。
河
内
松
原

駅
駅
舎
は
半
世
紀
ほ
ど
前
ま
で
は
南
側
に

は
な
く
、
北
側
だ
け
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
左
下
の
表
は
、
イ
号
か
ら
ホ
号
と

番
外
の
売
り
出
し
金
額
を
示
し
て
い
ま
す
。

計
画
は
、
昭
和
十
八
年（
一
九
四
三
）

か
ら
動
き
出
し
ま
し
た
。
当
時
の
田
園
風

景
の
地
に
は
、
昭
和
十
三
年（
一
九
三
八
）

に
、
大
阪
の
今
宮（
現
西
成
区
）
に
あ
っ

た
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
正

し
ょ
う
楽ら
く
寺じ

が
一
千

坪
と
い
う
広
大
な
土
地
を
所
有
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
、
正
楽
寺
は
国
道
三
〇
九
号

線
東
側
に
建
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
本
堂

や
庫く

裏り

が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
正
式
に
今

宮
か
ら
新
堂
に
移
転
し
た
昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七
一
）の
こ
と
で
、
戦
時
中
や
戦
後

は
、
今
宮
の
寺
か
ら
移
し
た
檀
家
の
墓
石

と
管
理
小
屋
が
建
つ
だ
け
で
し
た
。

現
住
職
の
安あ

満ま

勝ま
さ

弘ひ
ろ

さ
ん
の
祖
父
勝

し
ょ
う

憲け
ん

前
々
住
職
が
移
し
た
の
で
す
が
、
正
楽

寺
に
は
昭
和
十
八
年
八
月
に
調
べ
ら
れ
た

水
野
土
木
測
量
工
務
所（
大
阪
市
天
王
寺

区
真
法
院
町
）
に
よ
る
測
量
見
取
図
や
三

井
土
地
の
書
類
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
結
局
、
桜
荘
園
建
設
は
計
画

だ
け
に
終
わ
り
、実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

昭
和
三
十
年
前
後
、
中
学
校
が
建
っ
て

少
な
く
な
っ
た
も
の
の
桜
並
木
は
残
り
、
私

も
花
見
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
次

号
は
、正
楽
寺
の
歴
史
を
振
り
か
え
り
ま
す
。

vol.237 「松原桜荘園」の開発計画
西田 孝司（松原市文化財保護審議会）

▲松原中学校の桜　
校門側に新たに桜　
が植えられている。

▲「松原桜荘園住宅地分譲」のチラシ（右：表紙、左：中面）　
松本弘氏蔵

▲昭和34年の松原中学校と更池　
更池沿いに桜が見える（松原中学
校「創立50周年記念誌」）。


